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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 4, 20/05/1996 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

ドデシル硫酸ナトリウム  

 

物質名  ：Sodium dodecyl sulfate (SDS)    

構造式  ：C12H25NaO4S  

CAS No. ：151-21-3  

   
提供国の勧告 

SIDS に報告された影響およびばく露データの初期評価に基き，本物質のヒトと環境に対するリスクの可

能性は低いと考えることができる。ゆえに，SIDS 後に試験および／またはばく露分析あるいは詳細なアセ

スメントを優先的に実施する必要は現在のところ無い。  

  

結論と勧告を裏付ける理由の概要 

SDS の生産量はドイツで約 10,000 トン／年である。SDS は洗剤，分散剤，化粧品，洗面用化粧品に界

面活性剤として使用される。SDS は「容易に生分解される」，「生物蓄積が少ない」と分類される。SDS に

対して最も鋭敏な環境中の生物種は二枚貝のCorbicula fluminea （シジミの 1 種）である（30 日間 NOEC
＝0.65 mg／L）。 

すべての関連毒性評価項目が網羅されている。SDS は毒性の低い物質である。本物質は種々の試験系に突

然変異を誘発しなかった。反復投与毒性の最低の最大無有害影響量が確立されており，100 mg/kg 体重/日で

ある。  

 
水圏における局地 PECは 2.3μ g／L と推定され，「背景」地域 PECの 2.3μ g／L に加算される。  

成人の消費者は最高 0.030 mg/kg 体重/日にばく露され，乳幼児は 0.034 mg/kg/日にばく露すると計算され

る。しかしながら最も高い消費者ばく露は子供に生じると推定され，最悪の場合のばく露は 0.160 mg/kg/日で

ある。乳幼児（約 0.25 mg/kg/日）と成人（約 0.05 mg/kg/ 日）のばく露はもっと少ない。職業ばく露は約 0.100 

mg/kg/日と計算され，労働者では消費者ばく露と職業ばく露を合わせると約 0.130mg/kg/日となる。  

  
0.65 mg/L の NOEC に基づくと，水圏へのリスクは無いと思われる。  

最悪の場合のヒトばく露（子供）の安全マージン＞600 がリスクアセスメントで確立された。毒性学的 

データの質と量および認められた健康影響（軽度の肝臓毒性）の種類を考慮すると，＞600 の安全マージン

で充分であると考えられる。それゆえ，硫酸ドデシルナトリウムによるヒトの健康に関する懸念は無いと結

論される。 

 
勧告された追加研究の特徴  

なし  
［著作権および免責事項について］ 
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［免責事項］ 
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